


























































































































で、 「あ りのままに書く」 ことこそを重視していたか
ららしい。」などなど。私は、この宣伝文を頭に置き
ながら、『兵隊』のページをめくってみて、出版社が
書きだしたこの雑誌の特色にそれほどの違和感を覚え
:JI：均釣物実
なかったのは、軍隊特有の使命感や命令調は誌面にあ
らわれることがあるにはあるものの、緊張を和らげる
ような穏やかな調子で、 軍事情報や兵士の日常以外に
在留日本人や現地住民の情報を拾い、周囲の農民のス
ケッチや街中の風景写真をふんだんに使った構成に
なっているからだと d思った。しかし、そうだとしても、
この雑誌には一切の検閲がなく、内地にもない自由が
あったとはとてもいえなかろうというのが、私の感想、
であり、私の報告を聞いてくれた人が共通して感じた
ことであった。逃れようのない戦場で聖戦を担わされ
ている兵士たちが 「自由に」発する言葉は、 美しくも
あり悲しくもあるというべきか。
申し遅れたが、軍隊自らが発行した『兵隊』という
雑誌があることを教えてくださったのは、画家の石田
一郎さんだった。敗戦直前に日華学会の事務を担当し
ていた方だと戸川芳郎先生に伺って、並木頼寿さんと
神田の日華学会旧祉、今の東方学会の建物の一室でお
話を伺ったのは 2007年のことだが、日華学会での体
験を伺う前に、戦前広州で南支派遣軍の戦闘に参加し、
のちに報道部に移籍して『兵隊』の編集に携わり、自
分が周辺の農村でスケッチした絵が時折誌面を飾った
という話に発展したのである。そして、その時石田さ
んにいただいた「戦争と私の兵隊観」という文章を後
で読むと、石田さんは昭和 14(1939）年 11月に広
州市北郊「白雲山麓の近衛師団編成の第21迫撃砲大
隊」に配属されたとあった。
そこでもう一つ申し遅れたことを述べさせていただ
くが、私が1980年に日本語教師として3年近く滞在し
た広州外国語学院、今の広東外語大は白雲山麓にあり、
赴任した当時は、キャンパス内に日本軍が使った倉庫
が売店として使われ、キャンパスの外に足を延ばすと、
兵舎だったと思しきぼろ屋が残っていて小学校として
使われていた。また、市内に通じる道路脇には数か所
に格納庫や見張所がそのままの姿で、残っており、道路
からかなり入った野原には、某部隊忠魂碑が裏寂れた
風情で、建っていた。月日が経ちそのあたりは面白を一
新して、今はどこに何があったのか見当がつかなくなっ
てしまったが、かつて私が恐る恐る先祖の亡霊を訪ね
る気分で覗いた建物群は、その40年ほど前に石田さん
も出入りしていたかもしれない場所だったのである。
以上のような因縁から、広州における日本軍や広州
に住んだことのある日本人への関心に広がり、雑誌『兵
隊』に行き着いて、今回の私の報告になったという次
第。ささやかなシンポジウムで報告しあったことが
きっかけとなって、広州と日本人の関係を通しての日
中関係史の研究が今後一層進むこと、また、 『兵隊』
に載った図像を含む各種の情報を中国の研究者も利用
することで、広州の歴史の空白を埋める作業が進むこ
とを願っている。
＠ 
ド今回マイクロパスをチャーターして回った先は、！｜買
に黄楠軍官学校旧祉、中山大学、沙面旧英仏租界、農
民運動講習所、中山紀念堂。
黄楠軍官学校は、私の記憶にある 30数年前のそれと
は異なり、その周囲に土産物屋や食堂が並び、住宅も
かなり建っていてかつての寂れた環境とは違っていた。
敷地内も孫文や蒋介石などのオフィスのある建物だけ
を見て回った記憶からすると、 1990年代に再建したと
いう (1938年の日本侵攻の際の空爆で焼け出されたと
記した看板があった）本部や学生宿舎が立派で、なぜ
だか復元というより造りかえられた空間を見せられて
いる気になった。ちょうど開校90周年の展示があって
多くの参観者でにぎわっていたが、ふだんはどうだろ
うか。中山大学は、上述草野心平が留学した嶺南大学
のキャンパスを 1950年に引き継いで今に至っている
が、ちょうど卒業時期とあって、中国指折りの緑豊か
なキャンパスはガウン・帽子姿の卒業生とその保護者
でにぎわっていた。彼らがあちこちで記念写真を撮る
のを横目にして、広場に鎮座する梅屋庄吉が寄贈した
孫文の銅像と、キャンパス内に保存公開している嶺南・
中山両大学で歴史を教えた陳寅幡の旧居を参観した。
沙面にある旧英仏租界は、数年前に行った時よりも
公開性が進んでいる観があり、中を見せる建物もあっ
たし、軒並み由来を記したプレートがついていた。西
洋人女性にその辺を歩かせて写真に収めている集団が
あり、洋館をパックに結婚の記念写真を撮るカップル
も数組いた。もともと他地の租界よりも独立した立地
状況にあった沙面は、いつの頃からか帝国主義の建物
群として否定すべき存在ではなくなってしまったのだ
ろう。農民運動講習所は、私には馴染みの場所だった
が、今回行って、 一番の見せ所と思える教室が机や黒
板を片付けられて郵小平の生涯を多数の写真で、説明す
る場所に転じているのを知り、がっかりした。最後に
寄った中山紀念堂は、日本占領期にそれを正当化する
各種の集会を住民動員の下で開いている写真が多数
『兵隊』に載っているのを思い出しながら見上げた。
（なお、この小文は『中国研究月報』 2014年7月号
に発表した内容に一定の増減を加えたものであること
をお断りします。）
報告 2:1920年代の広東省からの来
日留学生関連資料の紹介と雑感
孫安石
2014年6月に開催された 「中日関係と広州近現代
史研究」の内容についてはすでに大里浩秋が「報告 l」
で記しているので、ここでは私の報告「1920年代の広
東省からの来日留学生関連資料の紹介」と会議に参加
して感じたことを一つ述べておくことにしたい。
⑪ 
孫安石「1920年代の広東省からの来日留学生関連
資料の紹介」は、広東省出身の日本留学生らが中心に
なり、 1920年5月に親睦団体として「珠江読書会」
を組織する動きを紹介するものであった。この組織の
創立に向けて日本側では広東領事館と台湾銀行、 三井
洋行などが資金を出資し、中国側では広東省長公署印
刷官報局長（広東中華新報社長を兼任する）容伯挺が
中心となって寄付金を集める計画であったが、 その大
部分を日本側が出資する という内情が広東省の新聞に
報道されたことで 10月には早くも解散に追い込まれ
ることになった。
図1「珠江読書会創設務備費J（外務省外交史料館所蔵、
請求番号B-1-3・1-137より）
次に 1920年代の広東省の来日留学生と日本との接
点は、対支文化事業の開始という点からも生まれてく
る。広東で発行された『七十二行商報』や『広州民国
日報』などの新聞は、日本人の中国視察が華北地域に
集中していることを度々批判し、中国の三大都市（北
京、上海、広東）の一つである広州にも公平な施設を
設置することを要求していた。その内容は、北京の人
文科学研究所、上海の自然科学研究所に次ぎ、広州に
工業試験所（中華工学会の要請）、または応用科学研
究所（日本留学出身の 200名の要請）、または医学校
の設置を要請するものであった。その他に、台湾総督
府が運営に参加した「博愛会医院」に対する経済的な
支援なども要請された。
ところが、 1930年代に入ると東方文化事業の支援
は、今までとは違い広東省の警察官僚の養成に集中的
に投入されることになった。日本側の外務省外交史料
館の資料によれば、広東では、広東高等警察学校の卒
業者を日本の警察学校に入所させる計画が持ち上が
り、 1939年の中華民国維新政府が成立された際には、
広東治安維持会の活動を支援する動きが活発になった
のである。
以上、本報告は広東省の日本留学生と関連のある動
きについて紹介したが、中国の出身省別の日本留学生
に着目した研究は一部、漸江省、江蘇省、湖北省、直
隷省などがあるが、その他の省の出身地別の分析はま
だ可能であることに気付いた。例えば、清末の留日学
生監督処が発行した 『官報』によれば、湖北省は鉄道
関連の留学生を多く派遣し、奉天省は師範学校と女子
留学生の派遣に力を入れ、山西省は農業関連の留学生
派遣に重点を置いたことが分かる。今後の中国人日本
留学生史研究を進める時にこのような省別の留学生派
遣の特徴はより注目されても良いのではなかろうか。
あと、もう一つ全体の会議に参加し感じたことは、
広州と日本に関連する研究が、上海などその他の都市
に比べて遅れをとっているのではないかという点で
あった。日本における上海研究は、 1990年代から日
本上海史研究会の活動などもあり、幾つかの共同研究
の成果が発表されている。また、上海の中国人研究者
も日中関係や上海の日本人居留民に関する研究に積極
的に取り組んでおり、 『上海的外国文化地図』系列叢
書 （上海文芸出版社、2010年）が刊行されるなど上
海と外国（アメリカ、イギリス、フランス、ドイツ、
ロシア、日本、韓国）の近現代史の接点を究明しよう
とする動きが活発である。それに比べれば、広州と日
本（その他の外国）との関連については未解明のとこ
ろが多い。報告者の一人の章立新氏は、日中戦争以降、
日本に占領された広州で出版された新聞として 『広東
迅報』、『南支日報』、 「中山日報』、 『群声日報』、『公正
報』、『新越晩報』などを取り上げたが、 筆者はこれら
の新聞をまだ見たことがなく、ぜひとも関連研究が継
続してなされることを期待したいと思った。
中山大学キャンパス内の石碑
広州中山紀念堂一真ん中に建っているのは孫文の銅像
:n：均1~t~1え
報告3：中華人民共和国建国前後の難
民流入と英領香港政府
村井寛志
1949年 10月の中華人民共和国建国前後の香港一
中国大陸間の入境政策について、イギリス公文書など
によりイギリス側の対応を明らかにするとともに、中
国語紙によって香港の中国人社会の反応を考察した。
日中戦争や、太平洋戦争期の日本占領を経て、香港
の人口は急激な増加と減少を経験したが、戦後、
1947年頃には国共内戦の激化に伴って、再び大陸側
から急激な人口流入が見られた。これを受けてイギリ
ス政府内部では、アへン戦争以来慣習上認められてき
た中国人の香港への入境の自由についての見直しが議
論されるようになる。中国人の入境の権利の慣習を重
視する外務省と、その制限を主張する植民地省の間に
は見解の相違があったが、最終的には後者の主張に
沿った入境規制法が制定される。
とはいえ、香港総督グランサムは、香港の自由港と
しての地位を守るため、また、難民の流入は一時的な
ものに過ぎないとの楽観的な見通しから、実際の規制
強化に対しては消極的であった。しかし、 1950年以
降中共による基層政権掌握の過程で「反革命」のレッ
テルを貼られた様々な難民の流入は、帰還や転出が望
めない、新たな難民問題を引き起こした。ここに至り、
英領香港政府は境界を鉄条網で封鎖し、入境規制の強
イ七を図ることとなる。
これに対する中国語新聞における反応として、境界
を往来して商売をする中国人商人からは反対の声が挙
がったが、 一方で、、上海人の流入に反発する立場から、
入境規制を歓迎する評論も出された。
なお、ワークショップ終了後、私費にて延泊して中
山大学図書館を訪れ、同所蔵の『南方日報』など、報
告で、扱った時代の広州で刊行されていた新聞の調査を
行い、香港と隣接する広東省の側から見た同時期の報
道を通して、報告内容の補強を行うことができた。
会議の様子
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